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１９９６年頃から、これまで国内で主流であった腸炎ビブリオの血清型が０４：Ｋ８から０３：Ｋ６へ

と菌型の変化がみられ、この菌型による食中毒が激増した。インド亜大陸でも１９９６年頃から同

一の血清型に起因する食中毒が急増し、タイ、韓国および台湾においても０３：Ｋ６菌株による事

例の増加が問題視されている。また、米国では１９９７年７～８月および１９９８月７～９月に０３：Ｋ

６菌株の流行が勃発し、血清型０３：Ｋ６による世界的な腸炎ビブリオ食中毒のさらなる拡大が危

惧される。一方１９９８年、新しい血清型０４：Ｋ６８による事例が発生し注目されたが、タイやイン

ドでもこの新型菌が多数分離されており、今後０４：Ｋ６８型菌に原因する食中毒の動向にも十分

な注意が肝要であろう。 

ＰＦＧＥ（パルスフィールドゲル電気泳動）による解析では、最近分離された国内外の０３：Ｋ６菌

株は相互に類似性が極めて高く、単一クローンが拡大した可能性が示唆される。さらに、新血清

型０４：Ｋ６８菌株が０３：Ｋ６流行株とＰＦＧＥパターンが同一であることから、この新型菌の起源は

０３：Ｋ６に関係するものと思われる。 

今や腸炎ビブリオ食中毒はわが国だけの問題ではなく、世界的なレベルで対応しなければな

らない状況に至っている。 

このような事態を踏まえて、厚生労働省では従来の腸炎ビブリオ食中毒防止対策に加え、平

成１３年６月７日付で、食品衛生法施行規則および食品添加物等の規格基準の一部が改正され、

腸炎ビブリオ食中毒防止対策のための水産食品に係る規格および基準の設定がなされた。 

成分規格では、（１）切り身、むき身の生食用魚介類加工品、生食用かき、冷凍食品（生食用

冷凍鮮魚介類）からの腸炎ビブリオの菌数を製品１ｇあたり最確数１００以下であること、（２）煮

かに（ゆでかに）、ゆでだこでは腸炎ビブリオ陰性であることが設定された。 
 

１１１１．．．．成分規格成分規格成分規格成分規格のためののためののためののための腸炎腸炎腸炎腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオのののの検査法検査法検査法検査法 

 

（（（（１１１１））））検体検体検体検体のののの採取採取採取採取とととと試料試料試料試料のののの調製調製調製調製 

答申では、「検体２５ｇにＰＢＳ ２２５ｍＬを入れ、ストマッキング処理する」となっている。実際に

は蠕動式ブレンダー４００用ビニール袋に、検体２５ｇをＰＢＳ（滅菌リン酸緩衝生理食塩水または

リン酸緩衝希釈水、表１）２２５ｍＬに入れ、ストマッカーなどの蠕動式ブレンダーで３０秒間処理

する。なお、貝類などの破片、エビやカニなどの甲殻類の殻や魚の鰓などが含まれる場合には、

ポリ袋が傷つけられることがあるので、検体を細断し、ＰＢＳとともにポリ袋に入れ、数分間激しく

振り出し、検体とする。 

（（（（２２２２））））検査方法検査方法検査方法検査方法 

１１１１））））切切切切りりりり身身身身、、、、むきむきむきむき身身身身のののの生食用魚介類加工品生食用魚介類加工品生食用魚介類加工品生食用魚介類加工品、、、、生食用生食用生食用生食用かきかきかきかき、、、、冷凍食品冷凍食品冷凍食品冷凍食品（（（（生食用冷凍鮮魚介類生食用冷凍鮮魚介類生食用冷凍鮮魚介類生食用冷凍鮮魚介類））））かかかか

らのらのらのらの腸炎腸炎腸炎腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオのののの菌数測定菌数測定菌数測定菌数測定（（（（最確数最確数最確数最確数のののの求求求求めめめめ方方方方、、、、図図図図１１１１）））） 

成分規格成分規格成分規格成分規格：：：：製品製品製品製品１１１１ｇｇｇｇあたりあたりあたりあたり腸炎腸炎腸炎腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオ最最最最確確確確数数数数１００１００１００１００以下以下以下以下であることであることであることであること。。。。 

検体２５ｇにＰＢＳ ２２５ｍＬを入れ、ストマッキング処理し、検体の１０倍希釈液を作製し試料と

する。つぎに検体の１０倍希釈液１ｍＬをＰＢＳ ９ｍＬの入った試験管に入れ、検体の１００倍希

釈液を作製する。 

検体の１０倍希釈液および１００倍希釈液をアルカリペプトン水１０ｍＬの入った３本の試験管

にそれぞれ１ｍＬずつ接種し、また検体の１００倍希釈液をアルカリペプトン水１０ｍＬの入った３

本の試験管に０．１ｍＬずつ接種する。 

３７℃、１夜培養後、各試験管の上層の１白金耳をＴＣＢＳ（ｔｈｉｏｓｕｌｆａｔｅ ｃｉｔｒａｔｅｂｉｌｅ Ｓａｌｔｓ  

 

食品食品食品食品のののの腸炎腸炎腸炎腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオ検査法検査法検査法検査法のののの解説解説解説解説 
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ｓｕｃｒｏｓｅ）寒天培地に塗抹し、３７℃、１夜培養する。 

培地上の腸炎ビブリオと推定される集落を同定し、各段階希釈した試験管の陽性本数を最確

数表に当てはめて、１ｇあたりの最確数を求める。 

２２２２））））煮煮煮煮かにかにかにかに（（（（ゆでかにゆでかにゆでかにゆでかに）、）、）、）、ゆでだこのゆでだこのゆでだこのゆでだこの検査検査検査検査（（（（図図図図２２２２）））） 

成分規格成分規格成分規格成分規格：：：：腸炎腸炎腸炎腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオ陰性陰性陰性陰性であることであることであることであること。。。。 

検体２５ｇにアルカリペプトン水２２５ｍＬを入れ、ストマッキング処理した試料を３７℃、１夜培養

後、上層の１白金耳をＴＣＢＳ寒天培地に塗抹し、３７℃、１夜培養する。 

培地上の腸炎ビブリオと推定される集落を同定する。同定は食品衛生検査指針にもとづいて

行なう。 

また、これらの方法と同等以上の性能を有すると認められた方法で実施してもよい。 

これまで増菌培地は食塩ポリミキシンブイヨンであったが、今回アルカリペプトン水（表２）に変

更になった。食品からのサルモネラや腸管出血性大腸菌０１５７などの増菌の場合と同様、魚介

類や海水中の腸炎ビブリオは損傷を受けている細胞がかなりあり、そのような損傷菌は抗生物

質や胆汁酸塩などを含む培地には発育できない菌がかなり存在する。このような損傷菌なども

発育させるために、抗生物質などを含まないアルカリペプトン水で増菌することになった。 

煮かに（ゆでかに）やゆでだこはゆで上げた時点では、腸炎ビブリオなどの細菌は死滅してい

る。従って、これらの製品から腸炎ビブリオが検出された場合には、海水や魚介類などを介して

腸炎ビプリオが二次汚染したものであり、ゆで上げ後の処理や保存方法が適切でないことを示し

ており、加工基準や保存基準に適合していないことになる。このことから、煮かに（ゆでかに）や

ゆでだこの成分規格は腸炎ビブリオ陰性とされた。 

切り身やむき身などの市販品の腸炎ビプリオの最確数は通常１００／ｇ以下である。それらの

食品の最確数が１００／ｇを越えた場合には、それらの食品の処理やその後の保存状態などが

不適切で、食品に腸炎ビブリオが多数汚染したか、あるいは食品中で増殖したことを示しており、

加工基準や保存基準に適合していないことになり、生食用としては適切ではない。従って、切り

身やむき身などの生食用魚介類加工品、生食用かきおよび冷凍食品（生食用冷凍鮮魚介類）の

成分規格は腸炎ビブリオの最確数が１００／ｇ以下とされた。 
 

２２２２．．．．海水海水海水海水やややや食品食品食品食品からのからのからのからの耐熱性溶血毒耐熱性溶血毒耐熱性溶血毒耐熱性溶血毒（ＴＤＨ）（ＴＤＨ）（ＴＤＨ）（ＴＤＨ）陽性腸炎陽性腸炎陽性腸炎陽性腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオのののの分離法分離法分離法分離法 

 

参考までに海水や食品からのＴＤＨ陽性腸炎ビブリオの分離法を示す。 

これは、平成１２年度厚生科学研究、生活安全総合研究事業、「腸炎ビブリオ汚染実態調査

研究」で検討されたものである。 

海水の場合には海水１，０００ｍＬをメンブランフィルター（０．４５μｍ）で濾過したフィルターを

検査材料とするが、目詰まりするのでフィルターを数回取り換える。すべてのフィルターをアルカ

リペプトン水１００ｍＬに入れ、３７℃、１８時間培養（一次増菌）後、ＰＣＲ（ｔｄｈ）を行う。ここでＰＣＲ

陽性の場合のみ、その１ｍＬを食塩ポリミキシンブイヨン（１０ｍＬ）で３７℃、１８時間二次増菌後、

その上層の０．５ｍＬを再度食塩ポリミキシンブイヨン（１０ｍＬ）で３７℃、６時間、三次増菌する。

三次増菌ブイヨンについて免疫磁気ビーズ（０３：Ｋ６など）で処理・集菌後、ビーズをＴＣＢＳ寒天

培地に塗抹する。ＴＣＢＳ寒天培地上の腸炎ビブリオが疑われる集落を出来るだけ多く、滅菌楊

枝などを用いて我妻寒天培地（神奈川現象試験用培地）に画線培養し、明らかな溶血環が認め

られた菌株についてＴＤＨ遺伝子（ｔｄｈ）および血清型（０３：Ｋ６など）を検査する。 

食品の場合には前述の（１）に準じて処理し、検査に供する。 

一次増菌には抗生物質を含まないアルカリペプトン水を、二次、三次増菌には選択性の強い

食塩ポリミキシンブイヨンを用いる。 
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表表表表１１１１    PBS（（（（リンリンリンリン酸緩衝生理食塩水酸緩衝生理食塩水酸緩衝生理食塩水酸緩衝生理食塩水、、、、リンリンリンリン酸緩衝希釈酸緩衝希釈酸緩衝希釈酸緩衝希釈水水水水））））  表表表表２２２２    アルカリペプトンアルカリペプトンアルカリペプトンアルカリペプトン水水水水のののの組成組成組成組成（（（（培地培地培地培地１１１１，，，，００００００００００００ｍＬｍＬｍＬｍＬあたりあたりあたりあたり）））） 

 

ペプトン １０．０ｇ 

リン酸一カリウム（無水）３４ｇを５００ｍＬの精製水に溶かし、

これに約１ｍｏｌ／Ｌ水酸化ナトリウム溶液約１７５ｍＬを加え

てｐＨ７．２になるように調整し、さらに精製水を加えて全量を

１，０００ｍＬとしたものを原液とする。この原液１．２５ｍＬに

精製水＊を加えて１，０００ｍＬとし、高圧滅菌を行う。 
 

塩化ナトリウム ２０．０ｇ 

＊リン酸緩衝生理食塩水には、精製水の代わりに生理食塩水(塩化                      ｐＨ８．６ 

ナトリウム 8.5ｇを精製水 1,000ｍＬに溶解したもの)を使用する。 

図図図図１１１１    切切切切りりりり身身身身、、、、むきむきむきむき身身身身のののの生食用魚介類加工品生食用魚介類加工品生食用魚介類加工品生食用魚介類加工品、、、、生食用生食用生食用生食用かきかきかきかき、、、、冷凍冷凍冷凍冷凍

食品食品食品食品（（（（生食用冷凍鮮魚介類生食用冷凍鮮魚介類生食用冷凍鮮魚介類生食用冷凍鮮魚介類））））からのからのからのからの腸炎腸炎腸炎腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオ菌数測定菌数測定菌数測定菌数測定（（（（最確最確最確最確

数数数数のののの求求求求めめめめ方方方方）））） 

 

 

図図図図２２２２    煮煮煮煮かにかにかにかに（（（（ゆでかにゆでかにゆでかにゆでかに）、）、）、）、ゆでだこゆでだこゆでだこゆでだこのののの検査検査検査検査 
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